
1

資料５



2

H26d
（2014）

H27d
（2015）

H28d
（2016）

H29d
（2017）

H30d
（2018）

H31d
（2019）

H32d
（2020）

【環境省】
環境研究総合推進費Ｓ－１３
持続可能な沿岸域実現を目指した沿岸海域管理手法の開発

きれいで豊かな海の確保に関するとりまとめに係る工程表（案）

【環境省】

瀬戸内海環境情報基本調査及び豊かな海の確保に向けた
方策検討業務

底質・底生生物調査
（12海域：4海域×3年）

きれいで豊かな海の確保に関する
検討

きれいで豊か
な海の確保
（栄養塩類の
管理の在り方
を含む）
に関する
とりまとめ

研究成果インプット

湾・灘ごとの総合分析
（現状評価・課題抽出）

【環境省】
藻場・干潟分布状況調査（4海域×3年）

面積増減の要因分析、
結果とりまとめ 等

【水産庁、関係府県 等】
きれいで豊かな海の確保に係る調査・研究

調査・研究成果等インプット

とりまとめ
に向けた
総合検討

【環境省】
気候変動の影響把握等（予定）

藻場・干潟分布インプット

インプット



Ⅰ 底質・底生生物調査（第４回）について 

 

１．調査の位置付け 

 瀬戸内海全域での底質及び底生生物調査は、「瀬戸内海環境情報基本調査」として過去に

３回実施されており（第１回：昭和 56～60年度、第２回：平成３～６年度、第３回：平成

13～16年度）、本調査では、これらの過年度の調査結果との整合性に留意しつつ、最新の知

見も踏まえて底質及び底生生物の実態調査を行う。 

 

表１ 第 1～3回調査の地点数及び調査時期 

海 域 
第 1 回調査(S56～60) 第 2 回調査(H3～6) 第 3 回調査(H13～16) 

地点数 調査時期 地点数 調査時期 地点数 調査時期 

紀伊水道 62 S60.7.17～7.17 28 H4.8.1～8.11 28 H14.8.5～8.9 

大阪湾 48 S59.7.17～7.23 31 H5.8.1～8.5 31 H15.8.1～8.5 

播磨灘 134 S56.7.16～8.2 68 H3.8.10～8.22 68 H13.8.6～8.18 

備讃瀬戸 36 S59.7.25～7.28 28 H4.8.13～8.22 28 H14.8.10～8.14 

備後灘 26 S59.7.28～8.6  15 H4.8.13～8.23 15 H14.8.13～8.18 

燧灘 57 S56.8.5～8.10 33 H3.8.19～8.30 33 H13.8.23～8.27 

安芸灘 33 S59.8.6～8.12 15 H6.8.11～8.15 15 H16.8.3～8.5 

広島湾 47 S57.7.15～7.19 23 H5.8.26～8.29 23 H15.8.7～8.9 

伊予灘 139 S58.7.20～8.10 45 H5.8.11～8.25 45 H15.8.14～8.23 

周防灘 150 S57.7.21～8.8  92 H6.8.3～8.25 92 H16.8.7～8.27 

豊後水道 95 S60.7.30～8.11 29 H4.8.25～8.30 29 H14.8.19～8.24 

別府湾 18 S58.8.10～8.13 8 H3.8.24～8.24 8 H13.8.30～9.4 

響灘 13 S58.8.14～8.18 10 H5.8.15～8.16 10 H15.8.11～8.12 

合  計 858 － 425 － 425 － 

備考）第１回調査は底質調査のみ。第２回調査の響灘の底生生物調査は７地点。 

 

２．調査計画 

調査期間は平成 27～29 年度の３年間とし、瀬戸内海を３ブロック（東部、中部、西部）

に区分し、１年につき１ブロックの調査を実施する。 

平成 27年度     紀伊水道、大阪湾、播磨灘、備讃瀬戸 

平成 28年度（予定） 備讃瀬戸（一部）、備後灘、燧灘、安芸灘、広島湾、伊予灘 

平成 29年度（予定） 周防灘、豊後水道、響灘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 調査海域及び調査地点 
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３．平成 27年度の調査内容 

平成 27年度は、紀伊水道、大阪湾、播磨灘及び備讃瀬戸の４つの湾・灘において、表２

及び表３に示す項目について、図２に示す地点で調査を実施した。 

 

表２ 平成 27年度瀬戸内海環境情報基本調査（底質調査）の調査項目等 

区分 底質調査 

調査位置 155地点（紀伊水道(28)・大阪湾(31)・播磨灘(78)・備讃瀬戸(18)） 

調査項目 現場測定項目：調査位置、天候、気温、水深、泥温、外観、臭気、色相 

       酸化還元電位（Eh） 

分析項目   ：含水率、粒度組成、IL、COD、TOC、T-N、T-P、T-S 

採取箇所 海底の表層土 

 

表３ 平成 27年度瀬戸内海環境情報基本調査（底生生物調査）の調査項目等 

区分 底質調査 

調査位置 155地点（紀伊水道(28)・大阪湾(31)・播磨灘(78)・備讃瀬戸(18)） 

調査項目 底生生物（マクロベントス） 

；種の同定、個体数計数及び動物門別湿重量の測定 

採取箇所 海底の表層土 

 

 

図２ 平成 27年度瀬戸内海環境情報基本調査（底質調査）の調査地点 
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Ⅱ 藻場・干潟分布状況調査について 

 

１．調査の位置付け 

 これまで、瀬戸内海における藻場・干潟の分布調査は、自然環境保全基礎調査（環境省）

等が行われているが、調査実施以来、10年以上が経過している現在においても現状の藻場・

干潟の分布情報として利用されていることが多い。 

 そのため、近年、技術向上が進んでいる衛星画像の解析手法を用いて、瀬戸内海におけ

る藻場・干潟分布の調査を行う。 

 

２．調査計画 

調査期間は平成 27～29 年度の３年間とし、瀬戸内海を３ブロック（東部、中部、西部）

に区分し、１年につき１ブロックの調査を実施する。 

平成 27年度     紀伊水道、大阪湾、播磨灘、備讃瀬戸 

平成 28年度（予定） 備讃瀬戸（一部）、備後灘、燧灘、安芸灘、広島湾、伊予灘 

平成 29年度（予定） 周防灘、豊後水道、響灘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．平成 27年度の調査内容 

平成 27年度は、紀伊水道、大阪湾、播磨灘及び備讃瀬戸の４つの湾・灘において、衛星

画像の解析、現地調査により藻場・干潟の分布状況の調査を実施している。 

 

使用衛星：RapidEye Earth Observation Constellation 

     （分解能 6.5ｍ（オルソ処理後のピクセルサイズ：5ｍ）） 

 

図１ 調査海域及び調査地点 

5


